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当社グループ一覧と金融関連のライセンス 1

• 電子決済等代行業
（金サ業はホーム社
発足に伴い廃業）

• 生命保険代理店
• 損害保険代理店

• 前払式支払手段発行業金サ業

その他金融

（注）主な関連会社を記載（出所）当社IR資料より引用・加工



現在制度を活用しているサービス 2

• 自動家計簿ユーザーをターゲットに、NISA口座開設からの
投資一任サービスの利用を可能に

• 家計簿サービスの有料サービスユーザー向けに、運用手数料を
実質無料化

注）現在同事業はマネーフォワードホーム社で提供 （出所）当社プレスリリースより画像引用



（出所）一社日本金融サービス仲介業協会 加入時プレスリリースより画像引用

現在活用している登録業務の概要 3



今後の制度活用の概要 4

（出所）一社日本金融サービス仲介業協会 加入時プレスリリースより画像引用



制度への期待

• 登録全般
– 現在、相応の利用者がいるサービス（主に電代業でもあるサービス）から、
シームレスに金融サービスの口座開設、利用開始につなげられること

• 金融機関・仲介業それぞれの強みを活かせる
– 金融機関側は、監督・オペレーションを効率的に提供

– 仲介サービスは新たな経済圏・利用者層・取引動機へのアクセスを提供

– 一定の規格化・標準化された接続で、マッチングコストが低減

• 所属制をとらない業としてのオペレーション共通化
– 同一業種で、複数の金融機関の所属制をとったときにオペレーションが
煩雑化する点について、仲介側で統一対応できる
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制度の課題・改善点（１） 収益観点

• 商品を提供している金融機関が少ない
– 複数の金融機関から自身のニーズにマッチしたサービスにアクセスできる
／分野横断的に、サービスにアクセスできること ⇒ ができない

• 取り扱い可能な商品群
– 銀行：極度融資、定型化／1,000万円以内のローン商品以外

– カードローン（銀行業対比での、貸金業のアジャイルな展開性）

– 配偶者の生活・子どもの教育費をカバーできる規模の生命保険

（金サ業制度以外の論点）

• 今後多くのサービスをAIが媒介していくとみられる中、
保険については禁止的に制限がかかっていること
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制度の課題・改善点（２） コスト観点 7

• 開業コストの高さ
– 初期的に見込まれるキャッシュアウトとして、供託金が高い
（企業の典型的な設立時の資本金との対比で）

– 収益対比の供託金も高い

• 規制対応
– 例 預金等媒介の業務において、業務経験のある責任者の配置要件

– 例 有価証券等仲介業務について、外務員資格が必須

– 非金融業である仲介業側は、本来金融サービスの知識が不足。とはいえ、
説明責任等の分界点を金融機関側に寄せると、収益配分で採算は低下

• 金融機関サイドの慣れ
– ベンチャー・地域金融機関のいずれでも、金サ向けの監督体制が
整っていない。一定のオペレーションを仲介業側で分担する必要がある



まとめと提言： 鶏と卵という表現に甘えない

• 開業・運営コストはまだまだ高い
– 供託金、配置すべき職員の専門性

• 金融機関側の対応もビスポーク的でコスト高
– 対応する先が少ない中で、精通した社員を配置する規模への拡大必須

• 商品提供企業・対象の拡充は急務
– 提供側・仲介側において、PMFした商品群が不在

提言

１）一般的な生活者・事業者が当然に必要とする商品群を対象に

２）顧客本位性が明確なチャネルとしての認知
– 金サ向けの供給商品群の一覧化・顧客本位原則との制度的リンケージ

３）業態内・業態横断の制度的モジュールを検討
– 銀行⇒口座開設・預金取扱・融資 等でモジュールにできないか

– 銀・証・保・貸 で共通した規制上の取り組みを取り出せるか
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AI時代の顧客本位モデル

⚫ 自分のために購買してくれる代理人モデル

⚫ 自身のデータへのアクセスや仲介チャネルへの開かれた商品供給が必須に

銀行 証券・資産運用 保険

ユーザー代理型チャネル

ユーザー

自身の
データ

自身の
データ

自身に最適化された金融商品選択

自身の
エンパワーのための

AI

自身のライフプラン等

キャッシュレス EC
生活

インフラ

（出所）各種資料より作成

自身に最適化された消費選択
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